
〔例題 2〕 (p56)
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るか。

はいくらになると、断面②の読み

とすをマノメータの指示高さ

、断面①の、管の傾斜角を

での距離をとし、断面①から②ま

内径をそれぞれ

①および②のの水流れている。断面

図のような管内を流量
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3.5 ベルヌーイの定理の応用 (p57)
(1) ベンチュリ管
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〔例題 3〕 (p59)

25第3章 流体運動の基礎理論

ベンチュリ管の入口とのど部の内径がそれぞれ
300mm, 100mm であり、入口とのど部の静圧の差が
水銀柱で 250mm であるとき、管内を流れる水の流
量はいくらか。ただし、ベンチュリ管の流出係数を
0.990 とする。
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(2) ピトー管 (p59)

第3章 流体運動の基礎理論(Pitot Tube) 27
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〔例題 4〕 (p60)

32第3章 流体運動の基礎理論

とする。空気の密度は

よ。ただし、このときの風速を求め

の圧力差を生じた。ドが

ら、指示ヘッ用いて風速を測定した

のピトー管を速度係数
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(3) トリチェリーの定理

第3章 流体運動の基礎理論 34
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〔練習問題 ４〕

第3章 流体運動の基礎理論(4-F)
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